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米ドル/円相場は、1ドル＝139.86円まで円高・ドル安

に振れた後、143円台中盤まで切り返す展開になった。

トランプ米大統領に対する不信感から「米国売り」の

動きが続く中、140円の節目を割り込んだ。深刻化す

る通商問題に加えて、米連邦準備制度理事会（FRB）

の独立性に対する懸念も浮上する中、主にドルサイド

の要因で値下がりが促された。140円の節目割れは昨

年9月以来のことになる。しかし、その後は米中通商

環境の改善期待が浮上したことで、投資家のリスク選

好性が高まり、つれてドル/円相場は安値修正の動き

に転じた。米中通商協議が始まっているが、米国がド

ル/円相場の目標水準設定など踏み込んだ対応を見せ

ないとの見方が広がったことも、ドル/円相場の安値

修正を促した。

引き続きトランプ米大統領の関税政策に対する関心が

高いが、米中対立が当面のピークを脱したとの見方が

広がっていることはポジティブ。実際に早期に米中通

商協議が始まり、それが合意に達するのかは不透明感

が強いが、少なくとも対立が激化し続ける環境には一

服感があり、ドル売りと円買いの双方にブレーキが

掛っている。トランプ米大統領の発言によって地合が

急変する可能性も抱えているが、米中両国が自制を見

せ、株価が一定の底固さを見せるのであれば、短期的

に145円の節目に迫る展開になろう。月末月初で米経

済指標の発表が集中するが、まだ相互関税の影響葉十

分に反映されない見通しであり、サプライズ感の強い

数値にならなければ、ドル/円相場に対する影響は限

定される見通し。5月1日に日本銀行金融政策会合が行

われるが、政策調整は想定されていない。利上げの基

本方針は崩れない見通しだが、先行き不透明感から強

いメッセージは発せられない見通し。

サイコロジカルは、前週の5勝7敗から変わらず。14日

RSIは43.53。
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マーケットエッジＦＸ週報 (米ドル/円)

【米ドル】 米中関係の改善期待で下げ一服、修正高に

【 米国 】

04/29（火）3月JOLTS求人件数

04/29（火）4月消費者信頼感指数

04/30（水）4月ADP雇用統計

04/30（水）1～3月期GDP

04/30（水）3月個人所得・支出

05/01（木）新規失業保険申請件数

05/01（木）4月ISM製造業指数

05/02（金）4月雇用統計

【 日本 】

04/30（水）3月鉱工業生産

04/30（水）3月新設住宅着工戸数

04/30（水）2月景気動向指数

05/01（木）日銀金融政策決定会合

05/01（木）日銀展望レポート

05/01（木）4月消費者態度指数

05/02（金）3月失業率
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↑ ドル高

↓ ドル安

直近1週間のレンジ 今後1週間の予想レンジ 今後3ヶ月の予想レンジ

ドル/円 139.869-144.03円 141.00-146.00円 135.00-155.00円
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マーケットエッジＦＸ週報 (ドル/円)

政策金利一覧

‐  ‐

（％） 日本 米国 ユーロ圏 豪州

2023/01 -0.10 4.50 3.00 3.10

2023/02 -0.10 4.75 3.00 3.35

2023/03 -0.10 5.00 3.50 3.60

2023/04 -0.10 5.00 3.50 3.60

2023/05 -0.10 5.25 3.75 3.85

2023/06 -0.10 5.25 4.00 4.10

2023/07 -0.10 5.50 4.25 4.10

2023/08 -0.10 5.50 4.25 4.10

2023/09 -0.10 5.50 4.50 4.10

2023/10 -0.10 5.50 4.50 4.10

2023/11 -0.10 5.50 4.50 4.35

2023/12 -0.10 5.50 4.50 4.35

2024/01 -0.10 5.50 4.50 4.35

2024/02 -0.10 5.50 4.50 4.35

2024/03 0.10 5.50 4.50 4.35

2024/04 0.10 5.50 4.50 4.35

2024/05 0.10 5.50 4.50 4.35

2024/06 0.10 5.50 4.25 4.35

2024/07 0.25 5.50 4.25 4.35

2024/08 0.25 5.50 4.25 4.35

2024/09 0.25 5.00 3.65 4.35

2024/10 0.25 5.00 3.40 4.35

2024/11 0.25 4.75 3.40 4.35

2024/12 0.25 4.50 3.15 4.35

2025/01 0.50 4.50 2.90 4.35

2025/02 0.50 4.50 2.90 4.10

2025/03 0.50 4.50 2.65 4.10

2025/04 2.40 4.10

2025/05

2025/06

2025/07

2025/08

2025/09

2025/10

2025/11

2025/12



本レポートは投資判断の参考となる情報提供を目的としたものです。弊社が信頼できると判断した情報源からの情報に基づき
作成したものですが、情報の正確性、安全性を保証するものではありません。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断
で行うようお願い申し上げます。                                                                                            Copyright@ Marketedge Co., Ltd.

2025/04/28（月）
https://www.marketedge.co.jp

info@marketedge.co.jpマーケットエッジ株式会社 代表取締役 小菅 努

Marketedge FX Weekly  ReportMarketedge

‐   ‐3

注意事項

マーケットエッジFX週報 (注意事項／お問い合わせ先)

本レポートは、マーケットエッジ株式会社（以下、弊社）が、投資判断の参考となる情報提供を目

的に作成したものです。金融商品売買の勧誘を目的としたものではありません。投資に関する最終

決定は、投資家ご自身の判断で行って下さい。

本レポートは、弊社が信頼できると判断した情報源からの情報に基づき作成したものですが、情報

の正確性、安全性を保証するものではありません。また、本レポートに記載された見解や予測は、

本レポート発行時における弊社の判断であり、全部または一部が予告なしに変更されることがあり

ます。

本レポートを使用することに生ずるいかなる種類の損失についても、弊社は責任を負いません。

本レポートの著作権は、原則として弊社に帰属いたします。本レポートにおいて提供される情報に

関して、弊社の承諾を得ずに、当該情報の複製、販売、表示、配布、公表、修正、頒布または営利
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